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山行報告 

第 1 回市民秋山トレーニング登山 
 

山 名 生駒山 山行名 第 1 回市民秋山トレーニング登山 

ルート 近鉄宝山寺駅 ― 生駒山上遊園地 ― 摂河泉展望コース ― 額田駅 

山行日 2013 年 9 月 8 日(日) 天 候 小雨のち晴れ 

参加者 

リーダー：三宅       サブリーダー：広瀬 

男性：秋月、小川、片山、佐坂、西上、若林、近江、木畑、佐々木、山口、梅澤 

竹原、高谷  計 13 名             

女性：樺山、玉井、西上、姫島、佐々木、永田、竹原、谷川、北条、西村     

計 10 名                            合計：23 名

コースタイム 

地名 時：分 地名 時：分

集 9:00 着 
宝山寺駅 

発 9:15
 

発 

着 11:00 着 
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発 11:50
 

発 

着 13:40 着 
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発 14:00
 

発 
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山行報告 

各自近鉄生駒ケーブル宝山寺駅に 9 時集合。ストレッチ体操、登山準備、地図の配布、各班

編成して 9時 15 分登山開始。宝山寺の旅館街の石段を、雨天の中、滑らないように進む。途中、

宝山寺境内との分岐で左側の標識に従って急登する。登路は石畳が延々と続く。全員元気よく

左側のケーブル線に沿って山頂へ歩を進める。暫らくして屋根付きのベンチで休憩。10 分程し

てさらに石畳の急登をガンバリ、生駒山上遊園地内に入る。付近一帯はガスが漂っている。 

大きな屋根付きのベンチで持参の弁当を開ける。雑談や携帯品の事、ストックの扱い等の説明。

11 時 50 分下山開始。ガスで周りの景色は明瞭でない。摂河泉展望ルートの分岐からは岩場、

ガレ場、ザレ場が続く。さらに直進して鉄塔下のベンチ及び大展望台で休憩。天候は急に太陽

が顔を出し、テカテカのムシアツイ状況に変わり、額田駅へと住宅街を下る。 

駅で 14 時頃の列車に乗車、本登山の解散をした。 

 

 

ヒヤリハット ： なし 

山行報告書      京都田辺山友会      報告者 三宅 武
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感想文 

トレーニング登山に参加して 
一般参加  山口 譲 

 秋山登山高千穂の峰へ向けて、９月 8 日生駒山系トレーニング登山が行われました。 
9 月 7 日午後７時過ぎまで外出していたため SL 広瀬さんより連絡があったかもしれないので電話

する。明日決行とのこと。 
9 月 8 日は天気予報では、前線が停滞して雨が降ったりやんだり雷を伴う所もの予報。 
9 月 8 日午前５時過ぎ、東京五輪招致決定、「復興五輪」を掲げているが、深刻化した汚染水問題

はどうなることか、東北震災は置き去りにされるのではないかと苦慮する。 
早朝から雨は可成り降りしきっている。今日は山行あるのかどうか、中止を期待しながら近鉄新田

辺駅へ向かう。山行の為山友会関係者が 3 名来ておられ、山行決定を覚悟する。 
9 時生駒ケーブル宝山寺駅出口に集合。一部欠席者があったが総員 23 名、準備体操をして 3 班に分

かれて山行開始。 
 あいにくの雨模様、宝山寺駅を出発して生駒山遊園地に午前１１時３５分に到着し休憩所にて昼食。

あたりはガスっている。昼食後、西上さん、CL 三宅さん。佐坂さんより山の携帯品、安全確保につ

いて説明を受ける。 
午後０時３０分出発、雨があがる。摂河泉展望コースを下山、展望台手前より、又、雨が降ってくる。

展望台で本日の記念撮影。大阪を一望できる展望台であるが到着当初はかすんで見える程度であった

が、額田駅へ向かって出発する間際に空は晴れ、大阪市街を一望出来た。ハルカス近鉄もみえ、大阪

のビル群が一望でき素晴らしい眺めであった。額田駅には午後１時半すぎに到着。 
 大和西大寺で途中下車し，打ち上げをした。早くつきすぎたため居酒屋は準備中で開いておらず、

カレーショツプにて打ち上げとなる。 
 山行としては歩く距離が短く、物足りなかったが、天気の予想もたてがたく、山行決行の判断も難

しかったと思われる。兎に角も、私には久し振りの山行で楽しい思いをさせていただきました。 
 参加者全員に感謝、感謝、有難うございました。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

額田駅近くの展望台


